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技術名称 アンカーネット工法 担当部署 技術部

NETIS登録番号 CB-210003-A 担当者 森本　有翔

社名等 斜面対策研究協会 電話番号 059-213-8811

技術の概要 アンカーネット工

工法の考え方

技 術 概 要　

　本工法は足場条件の悪い山腹斜面の小規模な地すべりや表層崩壊を、簡易な設備で抑止しよ
うとするものである。施工条件として

○現地盤（植生）を改変することなく、そのままの状態で固定する。
○人力施工が容易となるようアンカー力を小さくし、受圧版は簡易なものとする。
○アンカーは削孔径が小さく、削孔長も短くなるようくさび方式を採用する。

　一方、小規模なすべりほど移動層の攪乱が大きくなり、局部的小崩壊も発生しやすい。
したがって、対象斜面を面的に固定する必要があり、本工法では以下のような手法を用いる。

①全面に、アンカーを千鳥状に設置：斜面全体の固定
…局部的小崩壊を固定するには、ワイヤーネットをできるだけ地山と密着状に

　　敷設する必要があり、したがって、これを固定するアンカー間隔は、最大4ｍ程度を
　　標準とする。

②全面に、ワイヤーネットを敷設：アンカー間をすり抜ける局部的表層崩壊の固定
…ワイヤーネットが地山から浮いた状態となる領域は、アンカー位置を調整するか、

ショートアンカーSA1300（削孔長1.3ｍ）で地山に固定するなどの処理を行う。
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写真・図・表
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技術名称 PRMS（パームス）カラー工法 担当部署 オサダ技研株式会社内

NETIS登録番号CG-190005-A 担当者 石丸　博庸

社名等 PRMS(パームス）工法協議会 電話番号 ０６－６７６４－５７２４

技術概要

技術の概要 1.     ＰＲＭＳカラー工法とは
　ＰＲＭＳ（パームス）カラー工法は、ポーラスアスファルト舗装に専用着色プライマを塗布
後、透水性レジンモルタルを充填し完成する工法です。
これにより、ポーラスアスファルト舗装の透水性を確保したまま、注意喚起、車線誘導など
の視認性向上が期待できます。
また、歩道における透水性舗装のカラー化においても、骨材の色調により車両通行が可
能な自然石風の景観舗装を形成することも可能となります。
　当該工法はPRMS（パームス）工法（NETIS登録番号HR-990098-VE）の技術をベースに
景観、交通安全対策用途でカラー化に特化した工法です。

2.　特長
①安全性の向上
　車道適用時においては、注意喚起、視線誘導などの用途に使用できます。塗布型カラー
舗装材と比べるとPRMSカラー工法は細かな骨材がすべり止め効果を出すため、雨天時
のスリップ事故対策にも効果が期待できます。
②景観性の向上
　ポーラスアスファルト舗装表面骨材に着色し、カラーレジンモルタルを充填するため、通
常のカラー舗装と比較し、塗料の塗布感がなく自然な色合いのカラー化が可能です。
③ポーラスアスファルト舗装の長寿命化
　ポーラスアスファルト舗装表面骨材にプライマが塗布され、なおかつ舗装空隙部にカ
ラーレジンモルタルを充填するため、骨材飛散抑制と空隙つまり抑制の効果が期待できま
す。
④補修がし易い
　配管工事などで現況復旧時に多くの景観材料は色合わせやロットの問題で異なる材料
で補修したり、場合によっては黒舗装で補修する場合があります。PRMSカラー工法であ
れば、ポーラスアスファルト舗装を打設しPRMSカラー工法の施工となりますので前述の問
題点を解消できます。

3.適用箇所
① 交差点前、カーブ部分など注意喚起が必要な場所
② インターチェンジ、バスレーンなどカラー化を必要とする場所
③ 景観性を求める歩道でありながら車両通行がある場所

４、活用実績（2022年10月1日現在）
国の機関　 1件 (九州0件、九州以外1件）
自治体　　12件　(九州1件　、九州以外11件）
民間　　2件　(九州1件　、　九州以外1件）

図-1 PRMSカラー工法断面構成図 
写真-1 表面状態 

  PRMS工法     PRMSカラー工法 
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５、写真・図・表

遊歩道 公園園路 

車道 

この現場は下記の

YouTubeで透水状態

の確認映像が見れ

ます！ 施工VTRはこちら 

舗装下部にある水分などが上層に上がってきても、通水性のあるレジンモルタルを敷設している 

ため、舗装箇所の膨れや舗装のブリスタリングの抑制にもなります。 

荒れた舗装面のリフレッシュにも 

配管工事などでの復旧、

破損による補修時、特殊

合材などは少量での対

応が難しく黒舗装で補

修することもあります。 

PRMSカラー工法は、元の

色調を変えることなく小

面積での補修が可能で

す。 
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ゴビマット™遮水型

ゴビマット™遮水型とは？

従来のゴビマット™の特徴である、優れた侵食防止効果と高い施工性はそのままに
フィルターシートに遮水機能を付与したブロックマットです。
遮水シート工事が不要となるため、コスト縮減および大幅な工期短縮が可能です。

【ゴビマット™遮水型のシートの品質規格：遮水シートＢの品質規格との対比】

項 目
規格値

(遮水シートB) 測定値 判 定 試験方法

止水材の性能
20（ml/sec）/（1.8m2）
以下*

18.3（延長方向重ね
代30cm）
16.2（横断方向重ね
代30cm）

ＯＫ
建設省土木研究所資料第3103号の
小型浸透試験による

引張り強さ 11.8N/mm2以上 16.2N/mm2 ＯＫ JIS L 1096

摩擦係数 0.8以上 0.85（砂質土）
0.96（粘性土） ＯＫ

平成４年度建設省告示第1324号に
基づく摩擦試験方法による

土木工事共通仕様書 表１－３ 止水材の品質規格より引用

＜優れた遮水性能＞
ゴビマット™遮水型のファイルターシートは、河川用遮水シートＢと同等の性能を有しております。
一般財団法人日本繊維製品品質技術センターによって証明されております。

＜ゴビマット™遮水型の活用効果＞

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

従来技術 新技術：遮水型

材
料
工
事
費
（
円

/m
2 ）

遮水シート工

ゴビマット敷設工

1.7 1.7 

1.0 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

従来技術 新技術：遮水型

施
工
日
数
（
日
）

遮水シート工

ゴビマット敷設工

当社比
10%縮減

当社比
37%短縮

フィルターシート

【 試験成績書 】

遮水シート工

ゴビマット®敷設工

遮水シート工

ゴビマット®敷設工

特許第5451919号取得

歩掛は、国土交通省土木工事積算基準ブロックマット工および
遮水シート工を使用
材料費は、2017年７月の市場単価および設計価格を使用

ポリエステル繊維
補強不織布

登録No.：KK-190004-A
技術名称：遮水シート一体化型ブロックマット

NETIS登録技術
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＜ゴビマット™遮水の活用効果＞

ゴビマット™遮水型

土木・防水補強部 土木資材グループ・インフラ資材グループ

従来技術

ゴビマット™遮水型

法面整形 ブロックマット工事

※ブロックマットに遮水機能を付与することにより、遮水シート工事の工程が不要となるため、大幅な工期短縮が可能です。

＜施工歩掛＞

※平成28年度から国土交通省土木工事積算基準での積算が可能になりました。

法面整形 遮水シート工事 ブロックマット工事

※令和３年度国土交通省土木工事積算基準に準拠
※次の場合は、施工歩掛の作業効率は低下します。
①超軟弱地盤、急勾配、曲線部、隅角部での施工や現場切断が多い場合。
②水中施工の場合。

遮水シート工事が不要
２割勾配以上、アンカーピン不要

三菱ケミカルインフラテック株式会社

本カタログに記載する製品の性能数値等は、測定例であり保
証値ではありません。また、記載使用条件を外れて使用され物
的・人的損害が発生しても、当社はその責任を負いかねます。
ご不明な点についてはお気軽にお問い合わせください。

●本カタログ記載の内容については、予告なく変更する場合があります。
●ゴビマットは三菱ケミカルインフラテックの登録商標です。
●色調については、印刷の特性上現物と異なる場合があります。
●本カタログから無断転載を禁じます。

2022年9月1日発行（MCIT)

本 社 〒100-8251
東京都千代田区丸の内一丁目１番１号 パレスビル
TEL.03-6629-1284（直通） FAX.03-6685-4662

北海道支店 〒060-0807
北海道札幌市北区北七条西四丁目３番１号 新北海道ビル
TEL.011-746-6195（直通） FAX.011-746-7427

東 北 支 店 〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町一丁目２番２０号 ＫＤＸ仙台ビル
TEL.022-261-2315（直通） FAX.022-224-0601

関 西 支 店 〒541-0044
大阪府大阪市中央区伏見町四丁目１番１号明治安田生命大阪御堂筋ビル
TEL.06-6204-8472（直通） FAX.06-6204-8685

九州エリア担当者 岡田、和田

三菱ケミカルインフラテックのゴビマットホームページ
https://mchem-infratec.com/doboku/gobimat/

　法面勾配 １：2.0 施工区間：直線部

　標準作業能力 １日当り：286m2

　製品サイズ 標準サイズ：1.6m×6.0m
名　称 単　位 数　量 単　価 金　額 備　考

ゴビマット m2 286
アンカーピン 本 0
雑材料 式 1
敷設重機 日 1

一般土木世話役 人 1
普通作業員 人 5
クランプ損料 日 1
諸雑費 式 1

合　計

前提条件

材料費

工事費

（製品長さ：5.5mを超え6.5m以下）
（法面勾配：１：2.0以上０本/m2

）

クレーン（オペレータ付）15~25ｔ

文書No. A21081M11401
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技 術 概 要 
 

技術名称 ランドログプラットフォーム 
担当部署 ランドログカンパニー 

担当者 小山 友輔 

NETIS登録番号 QS-210052-A 電話番号 070-4283-9588 

会社名等 株式会社 EARTHBRAIN MAIL Yusuke_koyama@earthbrain.com 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

現場でのクラウド活用の普及が進む中、現場毎の課題や管理が多様化している事がピック

アップされてきた。 

クラウドシステムでの対応ではwebアプリが煩雑になってしまい、クラウド活用だけでは

中々一元管理が難しくなり、1現場で複数のアプリを活用する場面が増えてきています。 

また、パッケージの商品・サービスだけでは現場毎のニーズに応える事が難しくなってき

ており、現場単位でのカスタマイズや開発が必要になってきている中で、開発に関しても

スピーディでローコストな開発が求めらてきています。 

そのような背景の中「プラットフォーム」の有用性がマッチしていると考え、開発に取り

掛かりました。 

 

２．技術の内容 

弊社「ランドログプラットフォーム」へ様々なデータを連携することにより、必要なデータのみを抽出

する事が出来、現場毎で変化する管理に対して最適なデータの受け渡しを行う事が出来ます。 

また、必要なデータを整理し、デジタル化を行う事により現場を見える化していく事が出来ます。 

 

既存APPとの連携もAPI連携によりハードデバイスを増やす必要がなく、開発がスピーディになり、

コストも抑えられます。 

３．技術の効果 
・建設プロセスを見える化できることにより、関係者間の情報共有が容易で遠隔打合せが可

能となるため、省人化が図れ、生産性や施工性が向上します。 

・蓄積したデータは、工程の見直しや安全・環境対策立案に利用できます。 

・クラウドのオープン化によりベンチャー連携が推進され、スマートコンストラクションア

プリ（例えば遠隔臨場）や測量業務支援アプリ、ダンプトラック動態管理アプリ等、各種パ

ートナーの先進的な技術を建設現場に展開できます。 

 

 

４．技術の適用範囲 

・インターネット環境が必要となります。 

・建設プロセス情報共有のための各種デバイスやアプリに対応したデジタル基盤（専用クラウ

ド）提供 

・遠隔での情報共有が求められる現場 

・先進的なデバイスやアプリを実証したい現場 

・多くの関係者が係わる現場 

 

５．活用実績（2022年10月12日現在） 

・港湾へBIM/CIM管理プラットフォームの提供 

・東京海上日動様とのプラットフォーム連携サービス 

・官民研究開発投資拡大プログラム推進費（ＰＲＩＳＭ）への参画 
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６．写真・図・表 
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